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国際放送の放送法上の位置付け  

（放送番組編集の自由）  

第3条 放送番組は、法律に定める権限に基く場合でなければ、何人からも干渉され、又は規律されることがない。  

今回初めて諮問  
＜NHKが自主的に行う国際放送＞   

NHK国際放送  

協会は、国際放送の放送番組の編集及び放送（中略）に当  1‾－‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

I 

l  

；◆外国の衛星を利用して実施  

1  

きたっては、我が国の文化、産業その他の事情を紹介して我が l  

：国に対する正しい認識を培い、及び普及すること等によって  

＝国際親善の増進及び外国との経済交流の発展に資するととも  

▼‾ 

｛二盲去孟表姦議i妄tビ）  ■   

『NHKワールドTV』  
■  

I＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●   

■  

l ；に、海外同胞に適切な慰安を与えるようにしなければならな 幸  
い。  
l．．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿＿．＿．＿．＿．＿．●．＿一＿．＿．●．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．．＿．－．＿．＿．＿．＿   

＜NHK命令国際放送＞  
l  

事 ○放送法第33条第1項  
l  

・ 総務大臣は、協会に対し、放送区域、放送事項その他必要  

≒ な事項を指定して国際放送を行うべきことを命じ（中略）る l  

■  
－‖‥‖－‾‾‾‾‖‥t●‖‾‖‾‖り‾‾山‾‖‾‾‾‾‾…‾‥‾‾ 

■   

：◆NHKが実施  
l  

→国際放送（ラジオ短波）  

『NHKワールド・ラジオ日本』  （実施）  

：ことができる。   

′〉NHKへの命令の仕組み′）  

命 令  

放送法第33条第1項）  

電波監理審議会諮問  

（放送法第53条の10）  

＝＝ヒ  

NHKが命令国際  
放送を実施   

√l  

●  

●  

●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
命令放送の実施に係る費用負担  

（放送法第35粂）  回  ● ● ● ● ● ● ● ●  



第33集（国際放送等の実施の命令等）‘  

国に伝えること、海外同胞に災害事件等を迅速に伝えること等の国策  

的使命を有するものであり公共放送横関に任せるのみでは十分ではな  

い。国として実施することが必要なものについては自らの意思でこれ  

を行うことが望まれる。ただし、これを行う場合についても国は放送  

に関する知取扱験に乏しいこと、放送の客観性を担保する必要がある  

こと、国際放送といえども官給報道であることから自ら行うことは適  

当でないことから、国の意思を協会に命令し、この意思を体現した放  

送を行わせることとしている。  

命令の方法としては、国際放送については、放送区域、放送事項そ  

の他必要な事項を指定し、委託協会国際放送については委託して放送  

をきせる区域、委託放送事項その他必要な事項を指定して命令するこ  

ととしている。具体的には毎年、年度初めに「国際放送実施命令書」  

を発し、これに基づき行わせることとなっている○  

（2）第2項  

協会は、外国放送事業者に国の命令による国際放送の放送番組の外  

国における送侶を委託するときは、中継国際放送をできることを規定  

している。これは、第9粂第2項第1号において、協会の自主放送と  

しての国際放送を外国の放送草葉者に委託する場合に中継国際放送を  

行うことができるとしているが、命令放送の場合たおいても異なる取  

り扱いをすべき理由はなく●同様の取り扱いをすべきであるからであ  

る。  

（3）第3項  

本項は、放送法儒9粂節々項の規定を準用することを規定し、命令  

による国際放送の場合についても、協定について稔♯大臣の認可が必  

要であることを定めたものである。ただし、同条第7項中「又は変更  

し」は「変更し二又は廃止し」と読み替えるものとしている。命令放  

送においては中経国際放送を状況の変化により廃止することがある場  

合、国の意思が特定地域において履行できなくなる可能性が生じ、そ  

の与える影響が大きいためである。   

出典：金澤 薫『放送法逐条解脱』財団法人電気通信振興会、2006年、153・166貢   

（国際放送等の実施の命令等）  

第33集 結環大臣は、協会に射し、放送区域、放送事項その他必要な   

事項を指定して国際放送を行うべきことを命じ、又は委託して放送   

をさせる区域、委託放送事項その他必要な事項を指定して委託協会   

国際放送業樗を行うべきことを命ずることができる。  

・2 協会は、前項の国際放送の放送番組の外国における送信を外国放   

送事業者に委託する場合において、必要と認めるときは、当拝外園   

放送事葉音との間の協定に基づきその昔に係る中継国際放送を行う   

ことができる。  

3 第9粂第7頂の規定は、前項の協定に準用する。この場合におい   

て、同条罵7項中「又は変更し」とあるのiま、「変更し、又は廃止   

し」と読み替えるものとする。  

l 概 要   

本条は、捻務大臣は、国際放送、委託協会国際放送の実施を協会に命  

ずることができることを規定したものである。  

2条文内容  

（り第1項  

わが国の国際放送、委託協会国際放送は放送法第9粂第1項第4号   

の規定により協会の本来業務としてその実施を泉源付けている自主放   

送と本条による命令放送め並存体制をとっている。協会に国際放送、   

委託協会国際放送を実施させるのは∴（∋放送のような官給報道として   

の性格を有するものは国が行うことは適当でないこと、②国際放送等   

は一国を代表する最も権威あるものであると外国の視聴者に受け止め   

られるものであることから、優れた知粍経験を有し、国民的な管理を   

行うことができるものであること、③国内放送の放送番組の活用、取   

材源の活用を図ることができるため効率的に放送番組を制作できるも   

のであることからである。国醸放送はわが国の見解や国情を正しく外  
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N  昂   

0  沖 謝 罪 （ 拝 垂 詩 鮒 尚 江 ） 糾 卸 ． 嚇 謝 罪 鋸 卸 河 再 聾 崗 奇 諏 哲 側 8 軸 噸 一 ‖ 訪 「 ノ バ 再 ．    

此 封 拝 辞 8 南 宗 軸 （ 沖 糾 罰 拝 望 完 鮒 崗 注 閉 脚 8 崗 傭 一 〓 伊 J バ 再 沖 謝 罪 的 輔 割 注 淳    

沖 朋 ． 郡 謝 罰 謀 彗 完 鮒 傾 注 謝 脚 8 崗 悌 口 針 J ｛ 再 嘲 謝 罪 的 御 前 注 淳 沖 購 ○ 粥 帥 薗   

一 〓 訪 「 ノ バ 国 G O ） ■ 沖 ． 幹 部 d 柵 S か 什 〓 か 〔 叶 ニ ． 髄 傭 軸 世 8 盗 召 せ Ⅲ 謝 辞 駆 爵 妙    

沖 官 － 爵 淳 渥 朝 粥 軸 8 Ⅷ ℃ 斗 詳 録 対 再 ≠ 丁 几 皇 u V 淳 郎 白 詩 緑 細 論 石 打 〔 ． 拉 敵    

8 拝 啓 ． 巾 8 詳 細 （ 浄 謝 罪 拝 彗 蒜 鮒 尚 江 削 加 8 軸 傭 口 伊 ∪ ｛ 蕪 雑 謝 罪 的 輔 陣 鮮 軸 ．    

馴 削 罰 拝 彗 詩 鮒 尚 江 副 加 8 軸 傾 〔 計 J バ 弄 嚇 糾 罰 的 輔 醇 ＃ 軸 8 苗 ⇒ 桝 坤 け ○  茫 J    

〓 8 由 一 〓 訪 「 ノ バ 国 ㌘ ） 桝 滑 萱 d 淳 駆 ヰ か 〓 什 覚 d 叩 か ○ 〓 8 前 砂 〔 訪 「 ノ バ ． 血 伽    

淳 駆 茹 伸 沖 宝 － 醇 淳 駆 鮒 掴 軸 再 ． 巾 8 詳 細 竹 節 叫 「 河 再 箪 回 「 ． 〓 ぎ 冊 ｛ 8 叫 叫   

♪ ～ の  昂   

詳 細 桝 巾 8 糾 軸 淳 駆 「 前 ■ ヰ ぎ ー 抽 付 か 障 「 ノ ○   

■ 〓 汁 〔 ． 脚 抑 師 前 側 榊 錨 （ 遍 普 帥 十 旨 欄 淋 薄 瑚 ＞ ＋ 升 亜 ） 粥 〓 沖 琳 印 加 一 〓 淳 粗 ヰ   

か 脚 抑 闘 両 軸 淋 曲 覚 巾 8 馴 泄 8 遜 一 〓 溶 ヰ か 脚 抑 跡 荊 糧 蔀 桝 癖 諦 冨 口 堂 遜 「 ． 珊 「   
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叫 「 珊 「 （ 弄 苅 回 「 拝 辞 神 国 再 南 芸 軸 割 注 昇 拝 観 箪 叫 「 珊 「 （ 再 苅 回 「 汁   

辞 駆 馴 榊 軸 8 軒 淋 甫 桝 鮮 少 卜 堂 欝 「 ｛ 「 ノ か 亘   
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（ 淳 駆 捌 苗 8 蔚 淋 購 ）   

粥 ヨ ＋ 田 沖  一 ～ U ⊥ 昂   

ヰ  醇 醇 再 ． 回 覇 詩 駆 8 詩 駆 朝 霞 8 蔚 淋 河 毛 詩 駆 琳 「 （ 再 柵 邦 添 帥 回 覇 落 涙 白 痙 醜    
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郎 8 田 口 涼 柵 ヰ か 樽 謝 辞 駆 馴 泄 軸 （ 茫 J  「 掃 討 詳 録 倒 難 曲 」  什 「 ノ u O ）  問 罪 （ ○ ）   
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か 汁 u 〔 「 曹 一 斗 ぎ ー 抽 曹 か 闊 「 ノ ○    
〓 沖 湘 〓 亜 8 〓 〔   柵 ヰ か 淳 駆 馴 湘 軸 （ 国 沖 粥 川   



国際放送の概要  

総務大臣は、放送法第33条に基づく国際放送の実施命令をNHKに対し実施。  
NHKは、自主放送と併せ命令放送を「NHKワールド・ラジオ日本」として放送。  
命令放送に係る費用については、放送法第35条の規定に基づき国が負担。（平成18年度 22．6億円）  
1日延べ65時間（うち、予算積算上の命令放送相当時間は29．5時間）  
22言語  
地域向け（17区域）、一般向け（全区域）  
国内送信所（八俣送信所）1か所、海外中継局9か所  
市販の短波ラジオ（約2干円～10万円程度）にて受信可能。  

1 実施形態  

2 放送時間  

3 使用言語  
4 放送区域  

5 送信施設  
6 受信方法  

岳   
イギリス中継局  

（英国）  

アセンション中継局   ンン 

（英領アセショ島）   

3   
ガボン中継局  

（ガボン共和国）   

4   
ダバヤ中継局  

（UAE）  

スリランカ中継局  

（スリランカ）   

6   
シンガポール中継局  

（シンガポール）  

カナダ中継局  

（カナダ）   

8   
ボネール中継局  

（蘭領ポネール島）   

9   
ギアナ中継局  

（仏領ギアナ）  



国際放送実施命令における放送事項の変遷  

放  送  事  項  命 令 日  

放送事項は、ニュース及び解説とし、必要に応じて音楽その他を加えるものとする。  昭和27年 1月26日   

放送事項は、次のとおりとする。  
（D 次の事項を内容とする公正なニュース、解説及び講演   

国際及び国内政治関係   

産業経済通南関係   

科学文化関係  

② わが国の対内外政策及び国際間題に対する政府の見解  
③ 各国国慶日に対する慶祝  
④ その他放送効果を高めるため適当と認められる事項  

昭和33年 4月 1日  

放送事項  

（D 政治、経済、産業、通商、科学及び文化に関するニュース及び解説  

② 国策及び国際問題に対する政府の見解  
③ 外国の国慶に対する慶祝  
④ その他国際親善、外国との経済交流及び海外同胞に対する慰安に資する事項  

昭和35年 4月 1日  

時事、政府の国策及び国際問題に対する見解等に関する報道・解説  昭和40年 4月 1日   

次の事項に関する報道・解説  

①時事  

②国策  

③国際間題に関する政府の見解  

昭和41年 4月 2日  

次の事項に関する報道及び解説  

①時事  

②国の重要な政策  

③国際間長引こ関する政府の見解  

昭和59年 4月 1日  

（1）次の事項に関する報道、解説  

①時事  

②国策  

（卦国際間題に関する政府の見解  

（2）上記事項の放送に当たっては、北朝鰍こよる日本人拉致問題に特に留意すること。   

平成18年 11月10日  
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十
一
月
八
日
、
電
波
監
理
審
議
会
（
羽
鳥
光
俊
会
長
）
に
諮
問
し
ま
し
た
、
「
日
本
放
送
協
会
に
対
す
る
平
成
十
八
年
度
国
際
放
送
実
施
命
令
の
 
 

変
更
」
に
つ
い
て
、
諮
問
の
と
お
り
変
更
す
る
こ
と
は
適
当
で
あ
る
旨
の
答
申
を
い
た
だ
き
、
同
答
印
を
受
け
、
本
日
、
日
本
放
送
協
会
に
対
し
て
、
 
 

平
成
十
八
年
度
国
際
放
送
実
施
命
令
に
係
る
変
更
の
命
令
を
い
た
し
ま
し
た
。
 
 
 

N
H
K
の
行
う
国
際
放
送
は
、
我
が
国
の
見
解
や
国
情
を
正
し
く
外
国
に
伝
え
る
こ
と
、
海
外
同
胞
に
災
害
事
件
等
を
迅
速
に
伝
え
る
こ
と
な
ど
 
 

の
使
命
を
有
し
、
政
府
も
平
成
十
八
年
度
は
二
十
二
億
五
千
万
円
の
予
節
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
一
つ
な
趣
旨
か
ら
放
送
法
は
国
際
放
送
に
 
 

限
り
、
第
三
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
、
「
総
務
大
臣
は
、
協
会
（
N
H
K
）
に
対
し
、
放
送
区
域
、
放
送
部
項
そ
の
他
必
要
な
部
項
を
指
定
し
て
 
 

放
送
を
行
う
べ
き
こ
と
」
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

今
回
、
新
政
権
発
足
と
同
時
に
拉
致
問
題
解
決
を
最
重
要
課
題
と
し
て
政
府
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
た
め
、
安
倍
総
理
を
本
部
長
と
す
る
対
策
 
 

本
部
が
内
閣
に
設
問
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
拉
致
被
堂
H
者
の
方
々
は
数
咋
、
あ
る
い
は
数
十
年
単
位
で
、
救
出
を
待
ち
続
け
て
い
ま
す
。
ご
本
人
、
 
 

そ
し
て
ご
家
族
に
と
っ
て
も
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
る
時
間
で
す
。
こ
の
上
、
さ
ら
な
る
年
月
を
過
ご
さ
せ
る
の
だ
と
す
れ
ば
政
府
は
何
の
た
 
 

め
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
部
員
で
も
あ
る
私
は
「
総
務
大
臣
と
し
て
何
が
で
き
る
か
」
を
熟
促
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
 
 

果
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
「
拉
致
問
題
が
日
朝
間
の
最
重
要
課
題
」
と
い
う
日
本
政
府
の
毅
然
と
し
た
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
の
地
で
自
由
 
 

を
奪
わ
れ
一
刻
も
早
い
救
出
を
待
ち
わ
び
な
が
ら
必
死
に
生
き
抜
い
て
お
ら
れ
る
拉
致
被
ポ
者
の
方
々
に
希
望
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
日
 
 

本
の
家
族
、
国
民
、
政
府
は
「
自
分
達
を
見
捨
て
ず
に
救
出
の
た
め
全
力
で
活
動
し
て
い
る
」
と
い
う
事
実
を
ど
う
し
て
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
、
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
規
定
に
基
づ
き
歴
代
の
総
務
大
臣
、
郵
政
大
臣
は
毎
年
、
N
H
K
に
対
し
て
命
令
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
以
降
は
、
①
時
事
問
 
 

題
、
②
国
の
重
要
な
政
策
、
③
国
際
川
越
に
関
す
る
政
府
の
見
解
を
放
送
事
項
と
し
て
指
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
「
外
国
の
国
願
に
対
す
る
慶
祝
」
 
 

と
具
体
的
な
指
定
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 
 

今
回
の
拷
問
に
つ
い
て
は
家
族
会
代
表
で
あ
る
横
凹
め
ぐ
み
さ
ん
の
お
父
上
の
滋
さ
ん
、
救
う
会
の
佐
藤
勝
じ
会
長
が
「
事
は
人
命
に
か
か
わ
る
。
 
 

総
務
省
、
N
H
K
等
関
係
者
は
、
泣
致
被
告
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
為
し
得
る
事
は
す
べ
て
行
な
う
と
い
う
姿
勢
を
と
つ
て
い
た
だ
き
た
い
」
 
 

と
命
令
放
送
を
強
く
求
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

現
に
拉
致
被
H
者
の
お
一
人
で
あ
る
薄
地
さ
ん
は
北
朝
鮮
で
日
本
の
印
刷
物
を
翻
訳
し
て
い
る
際
、
家
族
が
救
出
運
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
 
 

生
き
る
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
他
の
拉
致
被
害
者
の
方
は
ラ
ジ
オ
で
救
出
運
動
を
知
り
蓮
池
さ
ん
と
同
じ
よ
 
 

う
に
励
ま
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
拉
致
被
H
者
の
方
々
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。
 
 

表
現
の
自
由
、
報
道
の
自
由
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
私
も
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
番
組
の
内
容
な
ど
に
は
踏
み
込
む
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
 
 

ん
。
拉
致
被
黒
目
者
を
一
日
も
早
く
一
人
残
ら
ず
取
り
戻
す
こ
と
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。
 
 

是
非
と
も
、
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
 

平
成
十
八
年
十
一
月
十
日
 
 

総
務
大
臣
談
話
 
 

ヽ
り
 
 
総
務
大
臣
 
 
 菅
 
 
 義
 
偉
 
 



国際放送の見直しの概要   

今後、世界各地の聴取実態などを踏まえつつ、地域に応じた効果的かつ効率的な情報発信を進めるため、言  
語及び送信地域を見直す予定。  

＜見直しの概要＞  

①送信地域、送信言語の見直し  

1．北米、ハワイ、欧州向け（ロシア語を除く）送信の廃止。   
（ただし、有事の際の邦人への情報提供体制は維持）  
2．4言言吾（イダノア語■ドイツ言吾・スウェーデン語・マレt語）の廃止。  
3．2言語（フランス語・スペイン語）の欧 州向け送信の廃止。（アフリカ、中南米向けは継続）  
【現在の使用言語】  

日本語、英語、中国語、朝鮮語、ロシア語、インドネシア語、マレー語、 タイ語、ベトナム語、ビルマ語、ベンガル語、ヒンディ語、ウルドゥ語、  
イタリア語、スウェーデン語、ドイツ語、フランス語、ペルシャ語、アラビア語、スワヒリ語、スペイン語、ポルトガル言吾 以上22言語  

②見直しの理由  

①一1．2．3．北米や欧州諸国ではメディアの多様化（テレビ、インターネット）が進んでおり、様々な手段で   

日本に関する情報を取得できる環境である。  
①－2．マレー語とインドネシア語は極めて近く、マレー語を話す人はインドネシア語を理解するため。  

③見直しの時期  
平成19年10月（予定）   
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諸外国のラジオ国際放送  

国名   
サービス名   

（実施機関）  
経営形態   放送時間   使用言語   財源   

運営経費  
（※）   

NHKワールトラゾオ日本  受信料  
日本  

（日本放送協会）   
公共放送   65時間   22  

政府交付金   
約85億円   

アメリカ  
ボイス・オフ●アメリカ  

国営放送   170時間   44   政府予算   
約183億円  

（BBG（放送管理委員会）  （テレビを含む）   

イギリス  
BBCワールドサーヒ●ス  

公共放送   178時間   
33   

（BBC（イキ●リス放送協会））  
政府交付金   約535億円   

ドイツ  
DW  

公共放送   99時間   29   
（ドイチェ・ヴェレ）  

政府交付金   
約457億円 （テレビを含む）   

RFl  
フランス  

（ラシ◆オ・フランス・アンテルナシオナル）   
公共放送   322時間   20   政府交付金   約209億円   

中国  
北京放送  

（CRl（中国国際ラジオ））   
国営放送   392時間   43   政府予算   非公表   

韓国  
KBSワールドラリオ  受信料  

（KBS（韓国放送公社））   
公共放送   93時間   11  

広告収入   
約5億円   

※ 日本は平成18（2006）年度予算、それ以外は2005年度予算。NHK調べ。   
1ドル＝110円、1ポンド＝220円、1ユーロ＝150円、1ウォン＝0．12円で換算。   



委託協会国際放送業務（映像国際放送）の概要  

l．実施形態放送法第9条1項4号［＝基づき、NHKは、外国衛星を利用した無料のテレビ国際放送「NHKワールドTV」を実施。  
2．放送時間1日24時間  （Cバンド、全放送区域）  

1日6．5時間程度（Kuバンド、欧州地域）  
1日6時間程度   （Kuバンド、北米地域）  

3．使用言語 2言語（英語・日本語）  
4．放送区域在留邦人の居住地域をほぼ100％カバー  
5．使用衛星 インテルサット社：lS－8、9、10 エコースター社：Echo－1、3、7、9 ユーテルサット社：HotBird－6  
6．受信方法各衛星用の受信機及びアンテナを用いた直接受信の他、CATVやホテルなどでも視聴が可能。  

（費用は、アンテナの大きさや物価により大きく異なりチューナーが約1万8千円～25万円、アンテナが約3万円～25万円）  

6時間放送  

6．5時間放送  24時間放送   24時間放送  24時間放送   

＼  
、 一／／／  
㌧、二二二∵∵  



委託協会国際放送業務への実施命令の背景  

◎ 我が国からの映像による国際放送については、これまでNHKが主に取り組んできたが不十分であるとの声の高まり   

◎ 欧米等において、国策的な観点から、国の支援の下で国際的な映像情報の発信を強化する動きが活発化  

O NHKは、現在主に海外の日本人向けに実施しているテ   
レビ国際放送の英語化率を高めるなど、その充実に急ぎ   
取り組むべき   

○ 従来のテレビ国際放送とは別に、外国人向けの、世界  
に通用する新しい国際放送チャンネルの創設を検討すべ   

き   

○ このような放送は採算ベースに乗せることは極めて難し   

く、必要な国費の投入を検討することが必要   

○ 日本のソフトパワーを強化し、世界に「日本フアン」を増やす  
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させ、海外から日本に来る企業、観光客・  
させることが必要  

¢  

○ 外国人向けの映像による英語国際放送を早期に開始すべ  
き  

新たに外国人向けの映像による国際放送を早期に開始する。その際、新たに子会社を設立し、民間の出資等を積極的に  
受け入れるとともに、必要な国費を投入する。  

情報通信審議会に対して、「外国人向けの映像による国際放送」の在り方とその推進方策を諮問（18．8．1）  

新たな組織による放送が開始されるまでの間は、NHKの国際放送を充実  
（18．9．1通信・放送分野の改革に関する工程プログラムについて）   



映像国際放送を取り巻く状況  

1．これまでの流れ  

平成18年1月20日「通信・放送の在り方に関する懇談会」発足  

2月10日 小泉総理、竹中総務大臣に国際放送の強化の検討を指示  

6月 6日「通信・放送の在り方に関する懇談会」報告  

6月20日 自民党電気通信調査会 通信・放送産業高度化小委員会、「今後の放送一通信の  
在り方について」をとりまとめ  

6月20日 通信t放送の在り方に関する政府与 

7月 7日「経済財政運営と構造改革に関する基本方針2006」を閣議決定  

8月1日 情報通信審議会に「「外国人向けの映像による国際放送」の在り方とその推進方策」に  

ついて諮問  

9月1日「通信暮放送分野の改革に関するエ程プログラムについて」を公表   



2．「通信・放送の在り方に関する懇談会」報告（平成18年6月6日）  

NHKの  

⑤国際放送の強化  
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ローバル化と人口減少が進む中では  

学生等の数を増大させることが必要で l 
目を日本に向けさせ、海外から日本に来る企業、観光客・宵  

の映像による英語国際放送を早期に開始すべきであり、  は 
乱
 
 

報
 
 

その際は、日本の文化t学術や   〈ランス良く発信するとともに、テレビ放送とIP網  艮
 
 による番組配信の双方で行うべきである。   

そうした国際放送を実施する主体としては、公共   あ
 
 

で
 
 

送
 
 

放
 
 

るNHKが最適であると考えられるが、同時に、  

民間放送事業者のノウハウや番組提供も必要であることから、新たにNHKの子会社を設立して実施する  
こととし、当該子会社に対する民間の出資を積極的に受け入れるようにすべきである。その際、こうした新  
しい国際放送の採算性を安定的に確保するため、編集の独立性は確保しつつ、運営財源として財政支援  
も検討すべきである。   



3．自民党電気通信調査会 通信■放送産業高度化小委員会「今後の放送一通信の在り方について」  

（平成18年6月20日）  

（NHK関係）   

2 業務の範囲   

（2）国際放送のあり方  

NHKは、現在主に海外の日本人向けに実施しているテレビ国際放送の英語化率を高めるなど、そ  

の充実に急ぎ取り組むべきである。  

さらに、この従来のテレビ国際放送とは別に、外国人向けの、世界に通用する新しい国際放送チャン  

ネルの創設を検討すべきである。この新しいチャンネルの放送について、NHK本体で行うのか、子会  

社で行うのかについての検討が必要である。  

ただし、いずれにしてもこのような放送は採算ベースに乗せることは極めて難しく、必要な国真の投  

入を検討することが必要である。  

4．通信・放送の在り方に関する政府与党合意（平成18年6月20日）  

NHK関連  

・新たに外国人向けの映像による国際放送を早期に開始する。その際、新たに子会社を設立し、民間の   

出資等を積極的に受け入れるとともに、必要な国費を投入する。   



5．「経済財政運営と構造改革に関する基本方針2006」（閣議決定）（平成18年7月7日）  

第2章 成長力・競争力を強化する取組  

1．経済成長戦略大綱の推進による成長力の強化  
（2）生産性の向上（ITとサービス産業の革新）  

③世界最先端の通信・放送に係るインフラtサービスの実現   

■「通信・放送の在り方に関する政府与党合意」に基づき、世界の状況を踏まえ、通信・放送分野の  

改革を推進する  

6．「外国人向けの映像による国際放送」の在り方とその推進方策（平成18年8月1日）  

＜諮問理由＞   

グローバル化の進展及び人口減一超高齢化社会の到来を踏まえ、我が国のソフトパワーを強化するとともに、  
情報発信によって諸外国及び外国人の日本の歴史・文化■社会事情等に対する理解を促進することが必要不  

可欠の課題となっている。   

我が国からの映像による情報発信については、これまでNHKが唯一の担い手として取り組んで来たところ  

であるが、昨今の国際情勢の複雑化、NHKの厳しい財政状況等の事情により、必ずしも十分な状況とは言え  
ず、厚みのある情報発信力の強化を図るべきとの声が高まっている。   
他方、欧米あるいは中国・韓国等においては、国策的な国の支援の下で国際的な映像情報の発信・配信を  
強化する動きが盛んとなっている。   
そこで、今後、我が国においても、放送事業者、民間企業等が一体となって、本格的な「外国人向けの映像  
による国際放送」を開始するとともに、国も必要な支援を行うことが求められるところ、その主体（組織）、財源、  
対象とする国■地域・視聴者層、放送番組の内容、スケジュール等映像国際放送推進のための具体的方策に  
ついて、情報通信審議会に諮問するものである。   



7．通信・放送分野の改革に関するエ程プログラムについて（平成18年9月1日）  

1．NHK  

（4）国際放送の強化   

新たな国際放送の在り方等について情報通信審議会で所要の検討を開始し（本年8月1日に諮問済）、   
その結果を踏まえ、所要の法案を次期通常国会に提出する。法案成立後、2009年度から新たな組織に   
よる放送の開始を目指す。なお、それまでの間は、NHKの国際放送の充実を図る。   
平成19年度予算要求において、NHKの国際放送の充実のための措置を講ずる。   
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諸外国のテレビ国際放送  

国名   
サービス名  

経営形態   
放送時間  

使用言語   C日数   財源   
運営経費  

（実施機関）  （日）  （※）   

日本   
NHKワールドTV  

公共放送   24   日本語、英語   受信料   
（日本放送協会）  

約28億円   

アメリカ   
ボイス・オブ・アメリカ  

国営放送   24   25言語   
約183億円  

（BBG（放送管理委員会））  
政府予算  

（ラジオを含む）   

イギリス   
BBCワールド   株式会社   24   英語   広告料   

（BBCワールド社）   （※1）  視聴契約料   
約112億円  

DW－t V   
ドイツ  公共放送   24   

ドイツ語、英語   政府交付金   約457億円  

（ドイチェ・ヴェレ）  スヘ○ィン語、アラヒ●ァ語  広告料等   （ラジオを含む）   

フランス   
フランス24  株式会社  

（同上）  （※2）   
24  

2   

政府交付金   約120億円   

CCTV   中国語、英語   
中国  国営放送   24  3   

政府予算   

（同 上）  スヘ○ィン語、フランス語  広告料   
非公表  

英語  

アリランTV  
半分程度は、韓国製コン  放送発展基金  

韓国  
（KIBF（韓国国際放送交流財団））   

財団法人   24  テンツに英語字幕を付し  3  政府交付金  約53億円   

たもの。中国言吾、スヘ’ィン  広告料等  

語、アラヒ●ァ語字幕あり。  

※1BBC（公共放送）の100％子会社  
※2 公共放送フランステレビジョンと商業放送TFlの共同出資により設立。昨年12月、放送開始。  
注：1ト●ル＝110円、1ポンド＝220円、1ユーロ＝150円、1ウォン＝0．12円で換算。   



NHKの国際放送関係経責と交付額の推移  

（単位：千円）  

ラジオ国際放送 運営経費  テレビ国際放送 運営経費  

年度  
交付金   

総額合計   備考  
総額   交付金   総額  

14   9，141，987   1，973，500   2，783，461  11，925，448  

15   8，671，852   1，973，500   2，778，055  11，449，907  

16   8，538，889   2．273，500   2，746，977  11，285，866  

17   8，450，946   2，273，500   2，703，190  11，154，136  

18   8，500，919   2．256，137   2，787，304  11，288，223  

19   7，972，029   2，157，617   4，803，722   300，000   12，775，751  

※ 平成17年度までは決算額、平成18、19年度は予算額。   
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（ N ） u ℃ 斗 回 頭 詳 録 8 針 口 印 刷 薪 椚 4   
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店 切 掛 露 8 薄 田 湘 嬬 前 代 付 帯 糾 帥 U U ． 厚 薄 口 笛    

C 符 澄 滑 冨 詮 閻 吉 村 涼 品 隷 荊 何 問 古 か 訂 昏 ノ  開 所    

岸 痔 8 知 耐 r せ ． ＼ V u － 斗 ヾ 丁 前 代 存 8 k 刊 ヽ    

¶ フ 8 萌 訂 村 落 ㍊ 「 鞘 叫 ○   

期 訂 ． 判 じ u ∈ 貯 韓 淳 崗 8 回 頭 裏 面 鹿 由 拍 熟 読    

昏 中 電 ひ ノ  満 缶 白 諭 痘 一 〓 丸 か 国 覇 軒 渥 8 封 遜 肩 口    

U 「 ノ バ 誇 砂 冨 一 ∩ 苅 盟 「 甜 叫 0   

旬 下   

◆  ヽ ∨ 丁 箱 汁 綿 棒 何 簿 聖 〔 ¶ u ¶ 8 軒 開 卸 什 8 硲    

沸 付 皿 竺 ［ 「 ． 深 長 扇 仲 田 8 柑 落 せ だ 掴 宗 面 相 酪 詩 叫    

か 鰐 口 註 せ 付 謝 珊 保 確 糾 叫 0   

◆  春 田 一 〓 冷 照 一 ｝ ｛ 脚 茄 「 バ 仲 村 佃 相 中 ＞ ヽ 代 鳥 山    

ヾ 副 琵 せ 芳 醇 付 ． 誠 箪 8 k 刊 ヽ ¶ 一 ∩ 薪 商 冨 一 ∩ 和 浩    

叫 か 什 什 世 〔 ． 回 頭 米 国 誹 亡 講 一 卜 l 外 か 禍 8 割 「 ノ 汁 腰    

部 琵 8 彗 扇 面 茶 崗 「 ． Ⅶ 桝 8 茹 独 ・ 印 針 8 対 話 融 瞳    

切 口 荊 沖 か 薄 塑 付 嬉 詩 「 糾 叫 0   

Z Ⅱ 天 恵 晶 慧 配 付   

Ⅶ ℃ 喩 l 冨 誓 ポ   

欄 熟 一 0 0 鼎 冊 ～ N O 鼎 柵  Z 〓 盃 ㈱ 昭 M ＋ 回   

固 覇 詩 翫 8 湘 欝 苗 代 正   
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N ｝ ム 啓 コ   

・ Ⅷ ℃ 斗 国 男 好 餌 湘 旨 笛 胃   

0 0 叩 0 酌 コ ．   

Ⅷ ℃ 叫 固 謂 好 翫   

・ 首 輪 口 外 か u u 斗 田 沼 詳 録 8    

餅 口 卸 榊 ． 欄 熱 心 O 稲 紳 輔 d   

一 ∩ 拾 難
8    

1 ■ ⊂ 〔 回 頭 詩 杭 白 知 細 き   

・ 欄 熟 N O 欄 掃 瑚 d 一 〓 淋 錨 蒜 朝   
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固 詣 匡 緑 雨 血 再 ） 相 田 芥 叫 0   

U l u 叫 国 頭 好 餌   
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日 8 料 a 帥    N N ． り 痴 コ   

へ 鴫 野 尊 ）   
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熟 仰 ぎ か 購 ′ 落 柵 軸 8 辞 任 桝 灘 5 か 閣 野 党 穎 袖 口 聞 溺 仙 き ． 〓 ぎ 叫 d 昌 ○ 封 卜 聞 置 細 か 朝 餉 認 許    

博 汁 問 一 〓 前 江 仙 き バ 「 ノ か ○ 叫 汁 ′ Ⅲ 謝 辞 封 再 ． 封 印 「 洋 二 的 8 拝 辞 薄 叫 軸 茫 享 一 〓 什 ． ］ ［ 碧 畢 口 汁    

か 拝 辞 8 』 辞 拝 聞 等 罪 d 竹 前 「 ノ 朝 潮 現 計 か 〓 什 苧 ㌢ 認 梱 8 蒔 掛 ・ 望 掛 桝 隋 き パ 訪 ⊂ ′ 常 汁 〔 詳    

辞 什 関 村 仰 ぎ か 側 淋 彗 計 ぎ 詫 ． 詩 碧 畢 石 蟹 「 バ 宵 亡 卜 一 ヰ バ r ′ （ 即 沖 d 針 か 0    

（ U ） ］ 〔 碧 筆 戦 拝 辞 什 「 ノ u 洲 崎 劉 8 国 対 芸 芦 潮 音 訪 問 苛 J 汁 鵡 帥 一 ‖ 再 ． H 講 加 口 汁 か 神 埼 8 諒 解 ．    

H 寺 帥 桝 □ 桝 ト 〔 「 汁 ｛ か 汁 き 8 薄 謝 蔚 什 「 バ 8 彗 遜 ． ］ 〔 碧 埜 一 〓 岡 首 ぎ バ 「 ノ か 「 汁 咋 亜 」 q し 丁 －    

u （ 「 汁 咋 州 」 q J T － u 什 一 汁 ． 一 讐 6 皿 ∴ r 皿 〇 一 Ⅲ ． m 立 至 罰 岨 ∴ 訪 二 河 ． 師 事 「 叶 咋 即 」 桝 、 ′ ヽ 七 寸 ヾ u 「    

汁 芦 卜 什 巾 8 漸 落 胡 8 帯 革 0 ） 一 〓 汁 か ト 茸 持 論 ． 什 「 ノ J 汁 瀾 阻 彗 針 J 汁 什 早 か き か 0   

ド 詳 浮 召 醐 桝 5 へ か コ 磐 召 8 せ 亡 什 亡   

（ 一 ） 粥 一 回 口 盤 叫 置 砂 毀 （ N 0 0 N 欄 ∽ 加 ）   

（ ▲ 〕 苫 O N 欄 ¢ 加 〓 ロ 8 □ 碧 叫 置 抽 毀 〔 訪 「 ノ バ ． ］ ［ 碧 賛 8 帥 R Ⅶ （ ♯ 卜 ・ Ⅵ 山 ∨ ヽ 」 こ 回 頭 棚 卸 榊   

再 ′ 帥 欄 瑚 細 「 バ 「 ノ 汁 Ⅲ 桝 ト 8 拝 辞 冊 暫 き バ 因 昏 バ 箪 笥 「 詳 浮 薄 柵 軸 8 u 小 一 的 一 汁 仲 村 ． 0 0    

的 再 讃 什 ． 一 曲 一 汁 ］ ［ 碧 賛 ＞ 図 法 轟 因 d 叫 針 「 ノ 即 蹄 沖 汁 0 糾 汁 ． 盟 掛 帝 罫 桝 「 バ 「 ノ 前 号 ∪ 汁 一 曲    

一 〓 J 「 ノ バ 市 坪 冊 関 ＄ ′ 巾 8 脾 対 面 鼻 由 「 汁 （ 辞 卸 ． 巾 8 膵 8 盟 掛 d ］ ［ 碧 準 塗 再 ． 司 昂 石 部 卸 朝   

湯 什 前 J 汁 回 ト 8 四 薄 口 J r ノ バ 一 汁 ． ン 固 8 馴 湘 再 障 r ノ 叩 什 端 「 汁 0 ） ． 巾 8 ト d ． 習 諭 軸 8 宿    

割 訪 汁 G 剖 隷 雫 巨 桝 聾 淋 ヰ か 付 回 昂 〔 ． 卿 軒 8 副 妙 計 汁 G 範 囲 ） 8 南 匝 桝 苅 川 村 ヰ か 什 聾 淋 「   

汁 0   
〓 ぎ 打 撃 さ 与 知 恵 － 無 罪 庸 再 ． 紗 R Ⅲ 国 字 棚 卸 蜘 一 〓 饗 「 請 （ 渾 謝 「 蓋 義 塾 函 ． 脾 剥 曲 白   

蔀 固 ′ 胡 油 平 巨 桝 柵 兇 「 汁 0   

（ □ ） 詩 碧 賛 享 湘 鵡 8 カ 弐 － u リ ベ l ′ ∑ 汁 ′ 刃 Ⅲ ′ 詳 蝉 馴 幸 一 〓 漂 ヰ か 鮮 川 副 間 瀬 鮒 「 詩 碧 埜 塗 付 「 バ   

斜 珊 軸 8 遍 回 8 汁 5 8 昏 糊 障 前 脚 付 か 遜 帥 現 計 か 〓 什 桝 溺 か 苧 〔 「 汁 0   

箋    



（ N ） 劇 血 ㌫ 雲 脚 叫 － ト 8 荒 匝 （ R 岩 N 崩 ∴ こ 皿 ～ 一 〇 血 ）   

N 0 0 N 鼎 ¢ 加 N 0 0 皿 苧 か 一 〇 加 一 望 ‖ 苧 一 斗 バ ． 好 奇 試 耕 一 〓 汁 か 朝 粥 望 似 叫 － ト 莞 仲 村 軸 什 団 帥 「    

柑 瑚 洲 副 因 8 卸 〔 J r ノ ｛ 8 諒 鎧 爵 紳 〔 滑 5 汁 O 「 苧 「 誇 培 賛 前 清 8 講 辞 再 巾 か 小 針 冠 か ぎ バ    

r ′ か ト ． 丑 勒 芳 一 ‖ サ ー 加 辞 一 〓 》 一 斗 ． 渾 廿 「 「 ノ 知 覚 馴 々 ゆ 糾 ぎ バ 「 ′ 汁 ○ 国 劇 一 〇 加 N ∽ Ⅲ ～ 0 0 m 〓 〓 u    

句 Ⅷ し 丁 V u － 」 T d 溺 南 仰 ぎ 汁 粥 一 N 回 Ⅲ 碧 回 料 崗 瀬 詩 料 採 石 訪 「 ′ バ か ． 好 奇 一 汁 一 芸 薗 聖 〓 廿 汁 か    

軒 召 瓢 8 蒜 罫 付 回 昂 口 触 か 障 か 諒 茹 前 薄 桝 個 沸 「 汁 莞 ． ］ 〔 碧 畢 塗 苧 か 8 鮎 什 叫 J 汁 回 哨 再 前 号 J    

汗
0    

（ 0 ） ㌣ と 軍 学 珊 瑚 8 茄 由 （ N 0 0 N 欄 一 〇 加 ）   

（ ヽ ） Ⅲ 謝 辞 専 管 か 8 糊 沌 一 〓 訊 ↑ バ ． 呂 O N 欄 一 〇 加 一 ∽ Ⅲ ． 許 浮 薄 如 拙 ふ ト （ 岸 丑 苅 帥 仙 と ・ 叫 即 鮒    

仙 と ． 禅 話 紺 佃 と ・ 群 斗 ≠ 仙 と ． 坤 ♯ ∈ 什 智 仙 と ） 彗 読 回 「 閲 軒 什 8 利 伸 桝 油 汗 「 汁 ○   

（ □ ） Ⅲ 謝 辞 詠 一 汁 ． 〓 き ゃ 寧 浮 薄 珊 曲 塗 ′ 詩 悪 筆 一 〓 洪 「 バ 叫 汁 朔 軒 か ゆ S ｛ 皿 野 付 帥 印 労 相 桝 苛   

「 ′ 布 か 崩 薪 8 糧 粕 彗 陸 相 d 計 か 什 8 彗 頸 8 J ． 司 鼎 一 〇 血 N ふ Ⅲ ． ㌣ と 宇 野 翠 帯 珊 瑚 覚 血 塊 吾   

些 仲 罫 仰 沸 か ‖ 什 ． 油 汗 ． ］ ［ 普 賛 一 ‖ 聖 「 バ ′ 詩 空 軍 一 〓 洪 ∪ パ 「 ノ か 卿 軒 8 柑 砂 轟 苅 計 汁 G 読 回 Ⅲ   

前 8 側 如 計 由 細 頑 由 （ 沸 5 か 対 空 醐 瀬 鮒 「 汁 0   

巾 8 詳 ． ‖ ぎ か 卿 済 8 読 図 沖 q 柑 瑚 欄 溺 8 拝 辞 薄 瑚 軸 一 〓 召 ヰ か 柵 益 聞 溺 彗 Ⅲ 浩 司 8 佃 汁   

闊 碍 湘 什 曹 ⊂ ． 爵 誹 仰 ぎ バ 叫 汁 ○    

（ 会 期 N 回 Ⅲ 碧 叫 鼓 妙 鮮 （ N 0 0 ふ 鼎 ∽ 血 ）   

呂 ○ チ 欄 ∽ h 〓 芯 m ． 耕 一 回 Ⅲ 碧 叫 置 帥 緊 ■ ‖ 訪 「 ノ バ ゆ 帥 仰 ぎ 汁 Ⅲ 碧 椙 蘇 帆 叫 冊 耐 苛 「 バ 「 ノ （ 珊 沖    

桝 好 き バ 南 関 「 Ⅲ 砦 或 8 荊 罫 溺 蔚 8 回 蹄 桝 固 か 汁 5 ． 与 知 謬 庸 覚 却 岡 引 碧 「 淳 浮 召 恕 竺 甘    

口 き 什 ヰ か Ⅲ 碧 召 8 召 捕 せ 茹 ． 川 ヰ ヽ 」 丁 什 「 ノ J 汁 ］ ［ 耕 u u 旬 甚 岳 8 州 営 什 柑 糊 口 哲 学 書 か 柵 砂 束    

帯 ト 8 召 捕 朋 口 J 叫 糾 誹 彗 却 廿 き 汁 0 市 坪 召 田 口 溺 輝 「 バ 再 ． ‖ 8 帥 毀 醐 跡 P 茫 J 8 堪 知 覚    

劃 叫 鼓 召 d せ 「 坤 廿 仙 ぎ 汁 0   

● 詩 悪 幣 塗 再 ． 岸 丑 苅 帥 仙 と － 叫 耕 鮒 仙 と 8 彗 対 済 ． 樹 岸 習 仙 ㌣ ・ ＃ 洲 項 叫 ぐ 早 彗 対 諦 ． 聖 ∽   

的 碧 ′ 刃 Ⅲ ． □ 桝 〔 読 図 ヰ か ト l 什 〔 刃 帥 ヰ か 0 （ 坤 鮮 宇 什 智 仙 と 8 彗 卿 軒 じ 的 口 U 「 ′ バ 再 ．   

詐 瀾 碧 か 同 前 一 昂 召 一 〓 甘 藷 上 ′ 淋 日 和 耕 （ 堕 仲 苧 一 斗 汁 か 8 8 ． 司 ロ 8 淋 望 外 泄 園 「 障 苧 ∪   

汀 翠 」 苗 品 こ 加 一 竺 竺 〓 読 図 ・ 淋 Ⅶ 覚 淋 泊 「 汁 0 ）   

● 柵 瑚 欄 溺 8 詳 辞 群 脚 軸 8 卸 々 口 J 「 ′ パ ． ］ ［ 碧 鞍 牽 彗 ． 耐 l 叶 ニ ‖ 叫 声 軍 学 望 ど g 呂 冠 芯 古   

質 8 栄 酵 苧 か 胡 溺 ヰ か 0    

（ 巴 Ⅲ 碧 湘 湖 畔 爵 糾 脚 （ N O 宝 こ ¶ 0 0 加 ． ¢ 血 ． 〓 血 ）   

（ ヽ ） N 0 0 小 甘 ∞ 加 〓 Ⅲ ～ 一 N Ⅲ （ 粥 一 回 ） 溶 と ご こ 皿 控 ご Ⅲ ㌶ 読 ［ （ 粥 N 回 ） ． 詩 抑 一 ‖ 訪 「 ノ バ Ⅲ 盤 湘 湖   

畔 爵 副 莞 男 爵 眈 ぎ ． ］ ［ 碧 照 査 汁 ⊂ ． 粕 淵 欄 渥 蛾 〔 召 ヰ か 刊 鎧 掛 8 郡 甘 甫 陸 覚 前 涼 仙 ぎ 汁 彗 ．   

議 薪 8 附 古 手 什 針 か 師 事 苫 前 胃 菅 せ 祷 萱 8 前 清 墓 前 （ 欄 ＋ 時 針 か 8 d 針 J 汁 0   

盲 ） ト 討 8 せ 〔 什 ⊂ 桝 顕 叫 沖 ． 粥 0 回 Ⅲ 碧 湘 薄 軸 添 削 莞 N 0 0 ふ 欄 〓 知 り ロ 汁 〔 一 ふ Ⅲ 叫 d 欄 森 口   

バ 淋 詩 仙 ぎ 汁 0 国 宙 誹 再 岩 昂 召 沖 ≡ 〓 沖 宝 ． 「 望 掛 醐 卸 妙 」 什 8 相 澤 訊 琳 8 語 ． 坤 聖 一 ？ 的 8   

「 胃 ト 」 苧 か 8 同 前 8 辞 宵 ． 餅 聖 〓 再 拝 好 一 〓 召 苅 叫 か 諦 樟 亜 〔 茸 叫 か 油 岸 轟 珊 什 苛 廿 ぎ 汁 0   

伸 汁 ． 耕 じ 回 諒 恕 肯 ■ 沖 ． Ⅲ 桝 好 奇 什 「 ｛ 拝 辞 帯 叫 軸 什 再 開 粕 「 バ 「 ノ 針 r 一 驚 ］ ［ 碧 畢 一 〓 詳 曹 仙 ぎ   

汗 肯 「 ノ 彗 雫 罪 仰 ぎ 障 r ノ 沖 帯 軸 （ 「 ノ 廿 尊 か 「 暮 粗 沖 新 曲 」 購 ） 8 国 論 〔 J 「 ノ バ ． 諸 悪 畢 塁 口 饗 「 ∽   

的 8 沖 的 醐 訓 「 バ 召 併 読 轟 8 前 清 桝 沸 き か 什 什 璧 〓 ． Ⅲ 桝 塗 学 か 8 蒜 諒 8 封 滑 口 哲 学 甘 か ヰ ．   

仙 印    



Ⅲ 桝 ＞ 拝 辞 召 出 口 頭 「 神 前 か 扁 顛 彗 針 か 茹 坤 一 〓 再 淋 せ ㌢ 口 前 溶 ヰ か 汁 小 柳 訂 バ せ 「 ＞ ぎ 汁 覚 ．    

］ 〔 碧 準 重 曹 巴 外 ． 止 対 ∽ 的 口 J 「 ノ ｛ ＞ 涼 一 汁 副 因 d 竹 前 苧 J 汁 什 回 哨 彗 針 J 汁 ○   

（ 、 ノ ） Ⅲ 謝 辞 蟄 再 問 史 ‖ ． 判 じ 回 添 削 〔 計 r ノ バ ］ ［ 碧 畢 室 町 亡 前 訓 8 針 J 汁 － 頭 鎧 知 見 昏 冨 胃 啓 〔 饗    

ヰ か 前 掛 桝 湘 諦 「 巾 8 許 湘 和 一 ？ 皿 曾 〓 竺 〓 普 剥 落 口 琶 渥 ヰ か 什 沖 一 ‖ ． 巾 8 語 姻 桝 茸 芋 培 鮒 「    

汁 ○ 叫 汁 ． 帽 N ∽ 口 ． 詩 碧 空 垂 一 〓 竣 「 茫 ↓ 8 苫 哨 桝 □ 渕 沖 G 柵 団 d 甘 「 ＞ ぎ 汁 0 雫 ヰ バ ． 前 掛    

諮 淘 轟 姻 知 見 森 田 S へ 単 仙 と 8 「 断 碑 」 什 価 ぎ 汁 か 8 8 R 粗 諦 渦 相 即 桝 朝 料 「 汁 0   

●  湘 じ 回 Ⅲ 資 料 薄 軸 爵 糾 問 謎 〔 バ 茄 汁 扁 轟 ・ 啓 開 一 〓 J 仲 ． 「 0 0 的 一 汁 讃 け ． N 的 再 ＞ 沸   

謁 因 ヰ ヰ 」 什 8 ］ ［ 碧 畢 重 鑓 渥 桝 附 才 一 ナ 甲 什 8 一 汁 障 苧 J 汁 ○ ‖ 8 琵 溺 一 汁 聞 耳 ン ぎ か   

ぎ か 什 8 d 再 障 （ ． 欝 帥 画 冷 （ 饗 訊 一 〓 詳 （ 深 謝 ヰ か 0   

●  ‖ ぎ 叫 d 口 前 清 仰 ぎ 汁 諒 赫 ・ 昏 胃 d 一 汁 柵 瑚 朝 湯 8 詳 粋 群 柵 軸 一 〓 召 ヰ か 細 苗 桝 滑   

溺 ヰ か 汁 き 一 〓 一 汁 砂 （ 欄 ＋ 吟 什 叫 廿 明 か 桝 訴 ヰ ． 「 皿 賞 」 一 〓 刑 「 バ 8 蓉 河 「 汁 当 掛 什 屈   

入 か か 8 d 再 曹 「 ノ O W （ 8 渾 召 瓢 現 計 〔 ． 鮎 汁 ． 蔀 田 5 （ 。 智 仙 ト 8 「 酎 坤 」 什 仙 ぎ 汁   

坤 8 － 哲 学 史 汁 ． 司 ト 8 か 8 什 再 胸 中 か ロ Z ＞ 碧 落 圧 仰 ぎ 汗 什 8 R 神 前 湘 冊 訴 汁 0   

●  柵 瑚 欄 溺 8 拝 辞 薄 叫 軸 〔 習 ヰ か 脚 蒜 滑 虚 聞 － 聖 什 側 （ 布 山 什 什 竺 ‖ ． 脾 討 曲 一 汁 掛   

か 口 遍 回 仙 ヰ か 汁 小 説 （ 相 対 ヰ か 0 謎 淋 ㌢ J 試 帥 針 か 社 説 法 曹 「 ノ 盛 砂 一 ‖ 再 ． 群 莞 卸   

什 「 バ 評 「 「 ノ 社 説 桝 什 か 対 空 d 針 か 0   

（ ＝ ） N 0 0 ∽ 欄 一 血 N の □ ． ］ ［ 碧 賛 塁 汁 ⊂ ． 森 田 5 へ 単 仙 と 8 「 断 頭 」 什 仰 ぎ 汁 坤 不 一 〓 潔 ヰ か 平 針 重 開    

村 詐 泄 口 頭 ヰ か 即 沖 卸 桝 ゆ だ ］ ［ 碧 準 8 一 血 ゞ Ⅲ 耳 「 蔀 帥 箪 」 覚 鮮 碧 叫 一 〓 許 榔 仰 ぎ か 什 什 璧 〓 ．    

辞 5 バ 桝 苓 坤 耳 8 師 緋 柵 鮮 碧 針 J 汁 ○ ‖ ぎ 〔 竣 「 鮮 碧 対 陣 〔 再 ． N 血 一 〇 Ⅲ ． 詩 碧 準 重 「 蔀 帥    

粁 」 〔 社 ヰ か 河 罫 桝 蹄 瞞 「 穿 き バ 仲 村 ヰ か 拝 辞 啓 叫 軸 8 空 茶 読 回 付 脚 益 沖 溺 冊 請 （ 榊 沸 「 汁 0   

巾 8 膵 か ． N 血 望 Ⅶ ． － 加 一 〇 ロ ー 〓 詩 碧 聖 堂 汁 亡 国 蔀 8 丑 勒 彗 蹄 榔 仙 き 汁 ‖ 什 苧 か ． ＃ 莞 卸 汁 戸    

伴 5 バ 熊 村 諦 渦 8 朝 露 辞 ． 空 欄 辞 一 〓 叫 沖 「 J J 河 罫 「 汁 0    

（ e m 忘 竺 凹 茄 薩 芯 ゴ 酌 鋸 （ N 0 0 の 鼎 N 加 ）   

琶 ○ の 鼎 N 加 ふ ロ ～ 0 0 □ ． 詩 洲 〔 訪 「 ノ バ ． 「 習 翠 凹 前 幹 部 諒 恕 （ 「 詳 浮 田 醐 購 8 絹 淋 舶 薗 口 頭 ヰ    

か 爵 謝 」 ． 「 柵 砂 苅 市 一 〓 召 ヰ か 爵 糾 」 沖 宝 「 回 相 田 瀬 詩 知 由 」 8 U U 桝 除 却 「 バ 苛 山 蕗 糾 ） 彗 溺 轟 仙    

ぎ  汁 ○ 拝 辞 召 砧 口 頭 ヰ か 爵 誹 再 坤 聖 啓 一 一 昂 召 〔 廿 汁 〔 ． 鮮 法 卸 町 〔 弾 き バ ． 脾 討 曲 8 畠 繭 ′ 脚    

高 冷 溺 桝 皿 芯 「 汁 朝 出 掛 8 雷 淋 ． 拝 辞 湘 薄 汚 8 山 一 諦 「 岬 瓢 （ 梱 沌 「 汁 0   

〓 ぎ ー ‖ 茸 「 法 遠 壷 童 話 ． 「 脾 討 曲 一 汁 語 一 〓 砂 バ 読 回 「 汁 」 即 8 〓 ぎ 糾 d 国 藁 自 由 逼 芯 表 芸 感 「 汁 0    

脚 益 滑 岳 一 〓 J 「 ノ バ 一 汁 ． 〓 ぎ 軸 d 試 姉 御 罫 J バ 滞 辻 「 汁 ． 望 似 「 汁 朝 粥 桝 ｛ 8 帥 叫 回 粥 「 バ 「 ノ か 即    

神 前 「 柵 瑚 欄 溺 軸 8 剥 慧 掛 帯 罫 ヰ か 聾 淋 「 前 号 ∪ 汁 ○ 油 汗 ． 詳 蝉 泄 苛 芦 8 山 一 韓 u 〓 J r ノ バ 再 ．    

岸 静 冨 召 甜 d 針 か 購 8 世 轟 聞 耳 r ノ ． 山 一 韓 「 醐 帯 瑚 「 汁 ○   

〓 8 汁 小 一 〓 ． 詩 碧 畢 墓 守 望 外 ． 拝 辞 召 出 古 壷 壷 筈 嘉 一 ヰ 汁 知 事 冨 陣 軸 再 司 か 訓 仰 ぎ 前 号 J 汁 0 旨    

沖 バ ． 琵 ］ ［ 軸 神 前 穎 哲 聞 耳 u 苫 卜 購 1 的 一 ‖ J r ノ ｛ 」 ［ 碧 畢 回 丑 仙 帥 〔 鞘 河 ヰ か 即 8 世 薪 僻 耳 「 ノ ． 巾    

8 山 一 鯨 「 朋 桝 梱 巣 「 バ 叫 汁 ○    

（ 」 ） 詩 金 華 一 〓 汁 か ＃ 緑 川 ヰ ヽ 、 「 8 神 聖 沖 亡 弟 謝 辞 湘 諦 8 沖 洲 （ N 8 の 欄 】 加 ． 一 〇 血 ）   

（ ヽ 〕 N 0 0 の 鼎 q 加 ∽ Ⅲ ′ ］ 汀 碧 畢 口 汁 〔 】 沖 8 稲 緑 川 ヰ ヽ 享 彗 諏 彗 仰 ぎ 汗 0 〓 ぎ ー 〓 茸 「 平 針 岸 封 壷 ．   

封 沖 序 岩 舟 8 ＞ 碑 淋 巨 桝 ゆ け ∽ 痴 Ⅲ 8 饗 詩 碧 賛 前 翻 仰 望 口 湘 許 「 雫 ヰ パ ． ］ 〔 碧 賛 真 一 ‖ 聖   

「 国 訴 倒 8 訝 勒 購 桝 印 瞞 「 J U 覿 脚 前 部 献 酬 苛 J 汁 0   

篭    



甲 田 謝 辞 奇 〔 汁 か 出 掛 ・ 滞 掛 8 某 誌   

（ 一 ） 市 坪 市 棚 軸 8 置 旨 関 村   

滞 掛 此 卸 再 ′ N 0 0 N 割 り 加 8 Ⅲ 碧 叫 宗 妙 毀 E 零 ㌢ ］ ［ 碧 畢 口 汁 か 拝 辞 8 旦 譜 拝 聞 誓 罪 d 仲 村 「 ノ    

朝 潮 口 J 仰 山 両 部 仰 望 柑 8 蒔 掛 ・ 琶 相 聞 経 き ｛ 仰 汗 0 〓 山 「 拝 謁 似 ・ 雲 脚 8 諦 沖 ． 一 ¢ ヨ 欄 一 〇 加 帥    

溺 諏 口 訪 「 ノ バ 沖 辞 莞 沖 郊 「 汁 側 潮 （ 薄 珊 曲 ‥ 音 譜 卸 ≠ 仙 と ） 沖 宝 一 ヨ 0 0 欄 の 血 一 〓 知 和 緬 一 ‖ 訪 「 ノ バ 泊    

霹 莞 沖 罪 「 汁 朝 潮 （ 蕗 州 側 ‥ 田 甘 淋 仙 ト ） 一 〓 頭 「 ］ ［ 碧 畢 一 〓 汁 か Ⅲ 桝 卜 辞 鰐 勒 印 刷 料 什 堂 頚 ヰ か    

〔 印 か 繋 汁 針 胃 潜 僻 彗 布 か ぎ 汁 〓 什 前 代 苧 か ノ Ⅲ 桝 詩 奇 一 汁 ． N 0 0 ひ 鼎 － 加 叫 〓 竺 ‖ 田 廿 湘 仙 と ． N 0 0 の    

鼎 二 加 N O 竺 〓 諾 桝 糾 ≠ 仙 卜 桝 拝 辞 落 榊 軸 什 「 バ 関 村 「 汁 0 〓 ぎ 符 汁 亡 ． 平 針 好 奇 莞 視 軸 「 汁 詳    

密 賛 一 〓 汁 か 詳 辞 朝 潮 再 ． 一 N 苓 こ 的 什 障 J 汁 ○    

（ N ） 拝 辞 勒 軒 側 榊 8 湘 苛 芦 購 8 弄 粗   

荘 掛 躍 如 再 ． N 0 0 の 欄 N 血 N い Ⅶ ： 粛 ♯ 洞 口 堅 ヰ か 句 ス ヾ u 拝 辞 倒 打 倒 淋 8 淋 苛 芦 什 「 バ ］ ［ 碧    

賛 H 講 帥 ・ 側 洋 淋 （ ヾ V ・ q 叫 ∨ リ ） 桝 ′ 賛 詭 諏 〔 訪 耳 か 句 入 ヾ u 拝 辞 閲 苗 朝 潮 8 瀬 音 芦 什 「 バ 詩 碧    

牽 H 講 加 ■ 皿 苓 上 ′ 隔 麻 副 〓 什 師 事 ≠ H ・ リ ∨ ≠ 山 し 丁 桝 ． 伸 汁 ． 司 欄 二 血 N 口 ． 聖 諦 洞 一 〓 訪 t ヰ か 浄 茅    

拝 辞 勒 渾 僻 淋 8 瀬 音 芦 什 「 バ ］ 〔 盤 鞍 H 講 師 ・ 師 事 ♯ ト ふ u V ン u 桝 巾 ぎ 旬 ぎ 茄 祖 「 鮮 某 朱 8    

神 耳 桝 祁 パ 同 市 朝 田 僻 耳 u 什 什 璧 ‖ ． 詩 蟄 什 「 バ ］ 〔 璧 埜 塗 〔 坤 斎 山 一 韓 「 晴 柵 沌 「 汁 0    

諸 悪 畢 一 〓 汁 か 皿 桝 ン 市 坪 似 種 籾 桝 〔 J 「 ノ バ 弄 ． ‖ き 鮎 d 一 〓 か ． N 0 0 N 鼎 0 0 加 茫 零 ． 伸 洋 謳 側 表 白    

淋 苛 芦 d 針 か ］ 〔 碧 埜 H 扁 加 ・ 側 洋 諦 ． 丹 呈 口 訪 t ヰ か Ⅲ 桝 卜 汁 辞 詳 好 例 軒 朗 湘 8 柵 苛 芦 d 伊 か    

「 汁 代 祁 」 芦 ン ・ 沖 針 （ 一 口 帯 ・ 紺 碧 ） 陪 蔀 ． ≠ 圧 羅 僻 苓 8 世 芦 葦 d 伊 か ］ ［ 碧 畢 H 講 匝 ・ 紗 任 節 （ ♯    

ト ・ オ 訃 ） 一 ‖ J 「 ′ バ ． 併 慕 先 覚 沖 互 仰 ぎ バ 訪 戸 固 諏 朝 田 桝 苛 u 什 什 璧 ‖ ′ ロ 桝 詩 頚 什 「 バ ］ ［ 碧 準 口    

蟹 「 坤 罫 山 一 鯨 「 博 樹 沌 「 バ 「 ノ か 0 剛 汁 ． 両 群 御 伽 卜 拝 辞 嚇 軒 8 淋 芦 軸 d 計 か 砂 州 苗 （ ♯ 卜 ■ ♯ 享 d   

“ ニ ー 〓 J 「 ノ バ か 鮮 義 弟 覚 抽 耳 仙 ぎ バ 訪 戸 囲 市 側 河 桝 却 小 針 代 8 認 糊 8 前 翻 桝 郭 「 バ 「 ノ か 0    

（ 0 ） 藻 頂 き （ 。 智 仙 と 8 汁 一 〓 召 ヰ か D Z A 藩 似 （ N 0 0 ？ 罰 心 血 ）   

N 0 0 の 劇 中 加 ． Ⅲ 新 幹 事 8 湘 許 「 汁 ロ Z A 苅 掛 一 〓 汁 戸 Ⅲ 桝 卜 拝 辞 啓 叫 軸 茄 田 き （ 。 単 仙 と 8 淋 彗 ．   

一 ¢ 遥 欄 〔 澱 回 汁 〔 詳 曹 仙 ぎ 汗 此 昂 訓 丼 仲 8 罪 因 ン 拝 辞 市 側 軸 抄 出 泊 （ ♯ 卜 山 ∨ 斗 ト ） 沖 d 針 か    

旦 評 再 認 訓 「 ノ 〓 什 彗 世 」 溺 「 汁 ） ○ ‖ ぎ 醐 博 一 ヰ ． 鮮 碧 卸 汁 ⊂ ］ ［ 碧 賛 塗 口 饗 「 司 苅 掛 講 細 冊 訂 沖 J J    

詳 曹 召 誠 溶 労 一 〓 画 一 ヰ 汁 試 帥 針 か 聖 訊 桝 鮮 5 バ 沸 き 汁 ○ 障 訪 ． 辞 固 辞 奇 計 醇 聖 〓 国 薪 8 苅 相 聞 湘    

許 「 国 劇 ∽ 血 〔 回 茹 8 講 沖 桝 市 バ 「 ノ か 0   

（ 一 ） 詳 浮 召 耕 一 〓 竣 ヰ か 回 碍 冨 召 － P 8 訓 叫 〔   

（ ヽ ） 詩 碧 浩 一 〓 汁 か Ⅲ 桝 ト 8 詳 曹 再 ． ト 覇 8 祁 覿 ． ト 高 知 G 帥 桝 芳 町 野 8 榊 汁 苧 J 溺 町 村 両 州    

d 針 か 0 〓 8 汁 山 前 脚 韻 冨 開 封 再 ． 圃 軸 卜 高 相 知 妙 r 〓 訪 「 ノ バ N 0 0 U 欄 汁 亡 ∽ 欄 和 深 d 薄 汚 眈 ぎ 汁    

「 詩 悪 幣 8 ン 茶 壷 誌 」 労 謝 〔 計 「 ノ バ か 南 関 眈 ぎ バ 「 ノ か O N 0 0 ∽ 欄 N 加 ■ 〓 再 ． 寸 ヽ 叫 へ ヾ 丁 誇 碧 準 卜   

裔 栄 韓 茄 聖 鎧 坤 軸 莞 淋 Ⅲ 「 拝 辞 群 叫 軸 8 彗 卿 諦 什 8 砂 堪 購 ′ 新 市 詳 弾 頭 砧 8 甜 菜 〔 J 「 ノ   

や Q    

． 同 市 ＃ め 盲 わ ■ ｝ か 磐 仰   

（ □ ） 糊 口 詩 碧 璧 壷 ． 国 劇 一 〇 加 ¢ Ⅲ ′ 固 罪 ＃ 砂 8 血 川 8 憎 坤 口 什 哲 学 廿 伊 ヰ ． 苅 湘 除 桝 湘 諦 「 汗    

叩 8 油 鮒 桝 苛 ∪ 汁 ○ ‖ ぎ 口 饗 「 平 針 好 事 再 ． 熱 佃 釘 か 部 謝 沖 G 軍 国 汁 か 半 澤 8 糾 問 鮒 溺 「 汁    

ト d ． 刃 〓 Ⅲ ． ヰ 入 バ 8 ］ 〔 蜜 璧 轟 帯 8 ＞ 謳 腑 巨 せ ヰ 入 バ 8 計 皿 8 罫 ＞ 贈 巨 桝 砂 け ー 飼 皿 8    

饗 誇 碧 畢 前 岡 昭 治 鮒 「 汁 ○    

（ 、 ノ ） ‖ き か － 淋 8 饗 ］ ［ 碧 賛 苅 困 再 ． 鮮 碧 回 桝 田 ⊂ 俳 （ 回 頭 扁 滑 盲 由 謹 上 耶 露 8 側 志 郎 諾 わ 恵 一 〓    

密 潮 「 バ 労 相 「 汁 か 8 d 針 か 彗 ． 詩 空 軍 塗 認 許 坪 田 砧 8 語 弊 口 丑 ■ ヰ バ 試 帥 伊 か 牽 引 桝 什 J バ ‖    

前 号 ∪ 汁 ‖ 什 か ． 国 苅 働 鱒 労 相 ヰ か 堂 頸 武 重 白 － J 什 曹 J バ 「 ノ か 0   



｛ 前 古 冨 〔 諒 揺 寿 淋 桝 却 「 ／ 巾 8 膵 司 欄 ∽ 加 〔 油 鮒 仙 き 汁 詩 碧 聖 8 ト 蒜 幕 肖 一 ‖ 溺 ヰ か 薪 坤 柵    

〔 訪 r ノ バ ′ 詩 碧 韓 管 掌 回 ト 8 拝 辞 召 出 8 汁 山 前 朝 鮮 苛 渉 口 聖 「 瞥 湘 苦 学 0 日 淋 前 側 許 叫 口    

汁 亡 薄 瑚 前 側 醐 什 か 入 仰 〓 什 桝 曹 昨 「 バ 「 ′ か （ 障 計 ． 詩 碧 焚 再 ． 国 籍 坤 軸 〔 汁 か 回 国 ） 8 群 召 望    

柳 購 8 恭 廿 聞 耳 J バ 「 ′ 前 「 ノ ○ ） ． 鮎 汁 ． N 0 0 切 倒 一 N 血 一 〓 露 営 S バ 回 瀞 諜 妙 桝 紗 那 d 「 ］ ［ 碧 埜 8 ト    

諦 栄 諸 」 労 誹 覚 薄 汚 仰 ぎ 汁 0 罪 妙 沖 洲 堅 汁 ． 字 画 ン 8 詳 浮 召 観 8 召 砧 冊 ゆ き ］ 〔 碧 空 8 ト 前 葉 琵    

一 ‖ 架 空 針 鍔 帥 桝 鮒 溺 「 ］ 〔 碧 賛 一 〓 饗 「 と 帯 革 発 8 好 柵 一 〓 J 仰 同 価 ） 8 茹 廿 間 瀬 5 か 五 悶 什 針    

J バ 「 ′ か （ 呂 ○ の 欄 〓 加 ． 鮮 碧 回 ■ 汁 ． 当 欄 什 司 轟 ． ［ U 什 淋 一 〓 伸 筋 淋 回 什 「 バ 「 詩 悪 筆 8 ン 茶 壷    

琵 」 労 誹 御 国 謝 罪 砂 粥 0 棚 卸 砂 口 前 江 「 浦 添 讐 洲 8 W 浮 桝 か J バ 苅 芳 仰 ぎ 汁 ） 0 仙 史 ‖ ′ 回 謝    

8 句 斗 ∨ 馴 認 許 如 再 ． 琶 ○ の 鼎 ∽ 加 8 革 回 緊 召 一 〓 帝 「 市 坪 召 齢 〔 J 「 ノ バ ． 試 叫 軸 朋 8 叫 罫 僻    

事 義 ヰ か 汁 き 一 ‖ 詩 蜜 璧 一 〓 汁 か 鎧 溺 彗 昏 姻 d 討 か 即 隷 叫 「 バ 「 ノ か 0   

盲 ） 油 汗 ． 甲 す ） 茜 由 「 汁 詳 洋 舞 哨 曲 前 代 8 糾 問 叫 d ． 愴 ヽ ． 」 丁 － ベ ＝ 句 ′ 丁 、 ぐ ∨ 胡 8 Ⅲ 桝 茫 享 8    

回 d か ］ ［ 砦 埜 口 許 浮 仰 ぎ 汗 旦 浮 辞 8 針 か 軸 莞 討 尉 ヰ か 〓 什 〔 か 丑 享 8 蛋 、 P 覚 淋 軸 J バ 「 ノ か O    

N 0 0 の 欄 ∽ 血 〔 一 汁 ． 薪 田 き へ 単 仙 と 8 淋 彗 革 回 卜 許 曹 群 叫 軸 d 針 か 』 許 再 認 訓 「 ノ ‖ 什 彗 堂 溺 「    

汁 〓 付 和 滑 落 什 「 バ ． Ⅲ 罫 8 拝 辞 霹 州 軸 8 卿 軒 彗 益 回 一 ‖ 耕 回 沖 q Ⅲ 桝 桝 畳 召 「 劃 国 対 済 召    

8 相 済 冊 聾 昏 ｛ 前 掲 「 汗 0   

（ 、 ノ ） 中 国 一 〓 訪 r ノ バ か ． 拝 辞 召 田 口 聖 「 ｛ 閣 清 桝 訓 「 バ 「 ノ か 0 彗 神 苑 ． 句 ゝ － 」 廿 坤 神 国 好 奇 再 ． 呂 O u   

欄 裔 鼎 労 ≠ □ 辞 坤 鵬 口 計 「 ノ バ ． 皿 桝 ン せ 辞 回 ト 8 拝 辞 召 観 口 か 叫 沖 「 J J ′ ］ ［ 碧 賛 仰 山 而 罫    

仰 ↓ － □ 神 前 回 糊 付 市 岡 止 一 斗 汁 0 鮎 汁 ． N 0 0 の 府 中 池 口 再 ′ 詳 浮 落 珊 瑚 白 湖 南 亘 ′ 米 国 J 罰 陪 辞    

妙 一 〓 訪 一 斗 か 胃 叫 沖 G u ヾ ヾ い 汁 語 宙 什 8 団 伸 購 仰 師 「 バ ′ 拝 辞 帯 州 8 鞘 堂 仙 什 清 労 8 佃 姻 斉 昭    

封 沖 ′ 汁 「 ′ 〔 米 回 醤 苅 軸 河 毛 米 国 任 誹 8 沖 覿 冊 誼 ｛ r ノ か O u ヾ ヾ 一 汁 許 宙 再 ． 「 詩 碧 畢 再 ン 蒜    

什 卜 頭 8 柵 覿 醐 柵 佃 ヰ 入 仰 d 針 亡 ． 5 （ 。 単 仙 と 8 訪 捷 仙 卜 驚 か u － 紳 諮 問 帯 仰 「 き か ぎ か 汁 望 〓    

ヰ 入 岬 d 針 か 0 」 耶 鮒 渥 「 ＃ 彗 卸 8 軒 恭 一 ‖ 困 障 か 閣 欝 什 囲 芥 桝 訓 「 汁 0 〓 8 群 米 桝 尚 P 句 ち し    

辻 8 単 障 か ヰ ′ 囲 市 ＃ 胎 一 〓 饗 「 バ 市 坪 召 砧 8 語 弊 8 佃 糊 詩 碑 潔 沖 か 請 「 ノ ゝ ヾ オ ー ℃ 彗 沖 注 仰 ぎ   

汗
0    

（ N ） 鮮 碧 回 8 単 相 卜 自 由 東 面   

（ ヽ ） 平 針 詩 苛 立 ′ ヰ 川 ヾ 丁 朋 8 申 前 回 帝 沖 洲 削 ′ 叫 霞 紳 毀 購 討 か 尊 か 享 料 ト 8 藩 伸 竹 前 沖 拝 辞 召    

訪 冊 前 杜 「 郡 草 回 苧 か 8 閣 清 什 神 訴 和 布 バ 仰 バ 「 ノ か 0 彗 神 苑 ． 琶 ○ の 割 」 加 8 ヰ V u T ス ≠ 享 〕   

享 q ・ ヰ 川 ヾ 〓 ‖ 訪 「 ノ バ 再 ． 市 坪 召 醐 再 鮮 碧 回 8 単 前 か ヰ 同 罪 苫 前 日 彗 ⊂ 問 罪 J 召 畠 d 針 戸 畑   

8 熱 海 一 〓 再 固 靖 苫 前 裾 満 8 舘 岩 彗 昏 蛸 d 針 か 什 8 鮮 碧 回 8 崇 沖 口 茸 「 伸 べ 8 櫛 旨 回 8 閣 清   

覚 布 か ぎ ． 誹 如 謬 許 〔 ． 「 ＃ 々 再 ］ 〔 碧 繁 〔 竣 「 帯 浮 召 観 8 側 帥 前 審 労 醐 ゆ き ． 圃 覇 ＃ 仲 8 昏    

8 柵 砂 両 市 河 毛 ＞ 崗 ト 8 碍 帥 〔 塗 説 ヰ か 汁 u 瀦 昏 か 」 什 8 請 「 ノ ゝ 一 Y 付 － ℃ 法 敵 〔 群 叫 ぎ 汁 0   

（ 口 ） 油 汗 ． N 0 0 ∽ 割 り 加 一 〓 苅 芳 仙 ぎ 汁 升 軸 紳 ゆ 8 沖 回 Ⅶ 溺 一 〓 か ′ 市 坪 召 細 冊 ゆ 5 洋 館 榊 蛸 飼 梵 語   

野 望 ミ ぎ 去 讐 ⊆ 述 蒜 芹 8 回 沖 村 瀬 秦 一 汁 曹 「 ノ 什 「 ノ u 鮮 碧 圃 8 脚 韻 苫 神 前 莞 隕 〔 群 叫 き ． 拝 辞   

召 砧 冊 叫 ＄ 汗 津 榊 僻 温 和 清 労 ヰ か 〓 付 和 桝 轟 什 「 バ ． 圃 抽 桝 田 瀬 芹 叫 か 汁 き 8 苅 困 冊 付 か ‖ 什   

覚 司 妙 ゆ 8 皿 蒲 白 － J 什 「 バ 市 翻 止 一 斗 か ぎ 汁 0   

（ ＞ ） 佃 一 〓 ． N 0 0 の 鼎 一 〇 加 一 〓 砂 妙 － 浮 d 苅 芳 仰 ぎ 汁 ］ ［ 碧 璧 口 汁 か 薄 謝 鰐 湘 諦 8 油 鮒 〔 哲 学 か 相 乗   

博 労 瓢 湖 一 ゴ ？ 叩 〔 再 ． 鮮 碧 回 8 耕 「 ノ 伸 ポ ロ 汁 戸 ］ ［ 碧 特 認 回 頭 ＃ 帥 8 「 ト 闘 ト 8 錦 紗 」 一 ‖ 訊   

沖 か ‖ 什 8 脚 姻 再 認 騒 〔 群 叫 ぎ 汗 0 ‖ 8 「 ト 糾 ト 8 開 帥 」 口 許 浮 召 砧 現 場 剛 ぎ か 〓 什 再 渥 皿 d   

計 ⊂ ． 鮮 碧 固 8 汁 帥 回 淋 》 蘇 伊 州 8 即 温 か 苧 〔 「 バ 「 ノ か 0   

（ ＝ ） 〓 8 置 ． 呂 ○ の 欄 の 加 ． 詳 曹 ∃ 醐 口 頭 ヰ か Ⅲ 謝 辞 奇 什 科 料 一 ¢ 警 固 汁 蘇 購 什 8 帥 担 料 詳 妙 一 〓   

訪 r ノ バ か ． 中 国 汁 ⊂ ′ 拝 辞 召 出 再 回 頭 ＃ 帥 砂 寄 d 宵 〔 註 け 入 相 召 出 d 伊 戸 回 靖 ＃ 妙 什 「 ｛ 和   

蒲 「 バ ロ 新 聞 川 前 「 汁 「 ′ 什 8 帥 面 戦 訓 仙 ぎ バ 訪 〔 ′ ト 州 川 什 専 ヰ ′ 拝 辞 召 出 語 弊 8 脚 榊 辞 什 巾 8   

汁 5 8 好 奇 8 習 註 単 再 ． 回 頭 ＃ 妙 8 溺 謁 前 幅 添 付 神 罰 冊 苅 バ 「 ノ か 0   

や 、    



ひ ． 圃 万 事 堂 8   

（ 一 ） 「 拝 辞 召 観 饗 耕 謝 哲 」 8 群 困 （ N 0 0 の 欄 ∽ 加 ）   

N 0 0 の 鼎 ¢ 加 ． Ⅲ 謝 辞 蟄 再 ． 拝 辞 召 誠 一 〓 召 ヰ か 罪 浄 写 針 茸 耕 桝 誇 隋 ヰ か ト l 什 桝 皿 苫 什 「 バ ′ 諾 渾    

汁 間 桝 桝 哲 如 什 ヰ か 「 市 坪 召 出 饗 耕 桝 碧 」 鱒 滞 翻 「 汁 ○ 回 教 耕 桝 哲 再 伸 溺 藩 学 か 蔀 熟 仰 ぎ バ 訪 〔 ．    

市 坪 召 出 8 語 弊 一 〓 丑 ■ ヰ ′ 国 光 耕 桝 曽 仰 せ 、 竺 ‖ 好 奇 － 寄 付 針 J バ 宵 ⊂ 笹 と d 「 ノ （ 事 彗 彗 幡 蔀 仙 ぎ    

汁 ○    

国 光 耕 桝 皆 一 汁 国 劇 一 P 平 石 湘 一 回 胎 坤 冊 溺 轟 「 ヰ 入 バ 8 啓 柵 軸 8 柑 砂 前 節 沖 q 空 昂 遍 回 購    

8 醐 灘 ． 柑 葺 か 聖 訊 前 岡 8 落 川 ヰ ′ 無 茶 陪 錨 撃 苛 8 帯 罫 ． 扁 揺 8 淋 聾 ・ 鞍 部 沖 q 圃 抑 任 誹 8 哺 油 ．    

拝 辞 8 』 評 拝 聞 誓 罪 d 仲 村 「 ノ 馴 柵 8 蒔 掛 ・ 琶 掛 8 帯 罫 ． 同 罪 爵 当 8 糊 付 か 請 詩 8 の 薗 皿 苧 か 闊    

か 「 詳 辞 召 砧 口 計 一 斗 か ゆ 膵 8 社 説 叫 聖 」 鱒 労 相 「 汁 0    

（ N ） Ⅶ 謝 辞 頚 8 脚 韻 冨 軒 茹   

平 針 好 奇 正 ． ゆ 膵 什 什 ． 拝 辞 国 賊 再 鮮 碧 固 8 国 対 佃 前 知 q 国 師 8 脾 沙 什 柵 砂 〔 召 甘 か 脚 汁 針    

召 出 d 針 ⊂ ． 巾 8 帝 労 針 （ 「 バ 再 ］ ［ 碧 準 什 8 回 料 目 誠 詩 一 汁 針 「 ノ 什 8 卸 聖 和 闇 市 「 「 蟹 州 帥 什 河 廿 」    

什 「 ノ u － 湘 「 汁 即 沖 8 ↓ d ト 叫 誓 竣 前 掛 聖 」 〔 叢 J 沖 田 〔 語 草 桝 請 詩 ・ 詩 体 「 J J ． 詩 砦 賛 萱 一 ‖ 饗    

「 伊 か 尊 か 藩 妙 桝 闘 「 バ ． 召 観 清 労 口 丑 年 汁 浮 環 桝 佃 帥 〔 J ヰ 汁 小 説 （ 沸 き バ 「 ノ （ 0   

Ⅴ ト    
（ 芋 粥 眈 斗 － ト ス － ℃ 汁 〔 山 一 遜 ）   



市 坪 召 砧 聖 耕 桝 皆 8 対 面 一 〓 J 「 ノ バ   

拝 辞 召 出 聖 耕 桝 哲 帥 坤 溺 南 洋 肖   

■ 耕 一 回  欄 熟 一 0 0 欄 一 〇 加 一 の Ⅲ  （ 血 ）    

【 藷 梱 】   

詳 洋 召 恕 癒 由 缶 嘉 一 ヰ 沖 田 註 申 せ 市 坪 召 観 聖 那 桝 皆 8 ゆ 詳 8 隋 5 卸 朝 一 〓 J 叫 ． 帥    

如 料 藩 桝 苛 J 汁 ○  拝 辞 召 観 〔 訪 耳 か ゆ 詳 8 塑 訊 卸 学 問 新 村 「 汁 ○   

【 拝 辞 召 醐 〔 訪 耳 か ゆ 詳 8 逆 説 卸 聖 】    

個 熟 一 皐 欄 ∽ 加 一 り ロ ． ＃ 覚 回 什 ］ ［ 盤 賛 再 ． ロ 碧 個 蘇 帆 叫 〔 朝 餉 「 ． 刃 柵 叫 8 前   

著 知 見 桝 桝 対 空 一 〓 詫 「 ノ ロ 碧 召 8 即 時 湘 冊 帯 労 「 ． 回 糊 口 碑 芹 8 側 道 湘 盟 一 〓 卦 【 ヰ 拝 聞   

江 刺 南 洋 ヰ か 〓 什 鱒 轟 出 「 汁 O  「 菅 「 由 邑 ヱ r ‥ 芦 碧 空 一 汁 ∴ 野 茎 嬰 塁 回 対 陣 荷 作 国 元   

8 脾 訃 ・ 柑 砂 〔 哲 学 甘 か 詳 浮 召 随 一 〓 訪 「 ノ バ 粛 き バ 朝 鮮 湘 前 饗 訊 桝 什 〔 罫 ■ † バ 仙 こ 甘 8   

単 付 か ヰ ． 新 劇 〕 加 一 ‖ 轟 緑 川 ヰ ヽ 」 「 桝 沖 彗 「 ． 柑 ■ 〓 再 ． ゆ 落 ． 群 覚 回 碑 ゆ け 回 覇 ＃   

妙 8 朝 川 8 摘 砕 一 〓 中 学 早 計 か ヰ ． 茹 淋 陽 画 腑 添 「 汁 耶 8 沖 洲 桝 苛 J 汁 0    

許 曹 召 鮎 沖 宝 癒 ・ 川 ヰ ヽ 」 r 召 砧 一 〓 溺 「 ］ ［ 碧 津 重 一 汁  Ⅲ 碧 個 蘇 桝 叫 桝 再 口 昏 ． 》 軸   

紗 砂 8 淋 回 Ⅶ 岳 ′ 柵 苅 博 労 糾 由 一 の ∽ ∽ 州 側 〔 削 河 ヰ か 苛 世 桝 什 J パ 訪 亡 ． 鮮 碧 回   

■ 汁 ． 詫 由 蒜 芝 草 ∩ 汝 「 ． 洋 語 バ ． 覿 佃 陪 か 罰 謝 沖 宝 雪 国 汁 か 器 深 8 糾 弾 鮒 溺 ヰ か 0  叫   

汁 ． ゆ 爵 仲 胎 － 浮 d 苅 芳 仙 ぎ 汁 相 乗 博 労 糾 弾 一 」 一 8 細 か ． 詩 碧 賛 覚 沖 鮒 「 汁 薪 腑   

蹄 桝 器 深 「 ． ］ ［ 碧 賛 沖 q 申 回 戦 什 か 茄 闇 桝 労 相 ヰ か 什 司 昂 〔 ． 詩 蜜 賛 覚 弄 8 柵 仲 苅   

市 河 q ト 闘 ト 8 跨 妙 一 ‖ 竣 訊 ヰ か ‖ 什 8 脚 柵 詩 碑 酪 盟 「 バ 「 ノ か 0    

哲 学 か 莞 発 8 せ ． 詩 趣 蜃 誠 一 〓 J 「 ノ バ 再 ． 詩 布 什 「 バ ． 山 一 仲 部 仲 ． 「 茸 州 帥 什 印 廿 」   

什 「 ノ u － 加 「 汁 閲 沖 8 ■ ． 語 弊 一 〓 丑 ■ ヰ 辞 仁 山 炒 （ 密 亡 欝 と d 「 ノ （ 〓 什 什 「 ． 詳 浮 召 恕   

8 壷 票 財 前 （ 「 バ ］ 汀 碧 焚 付 8 回 料 村 瀬 芹 再 伊 亡 訴 障 「 ノ 什 「 ′ u 〓 什 桝 ‖ 〓 ■ ‖ 聾 5 バ 謁   

関 「 汁 ト d ． ゆ 爵 常 汁 〔 開 脚 「 汁 拝 辞 召 醐 茸 耕 謝 皆 仰 せ ■ ≡ 〓 好 奇 － 寄 付 前 J バ ． ヰ   

入 バ 8 市 坪 落 潮 曲 8 脾 融 和 油 虫 ヰ 云 （ ． ゆ 蘇 8 聖 訊 卸 聖 桝 茫 J 8 什 訪 亡 労 相 ヰ か 0   

諸 悪 賛 窺 〓 u 「 汁 鮮 碧 回 8 労 帥 冊 覿 軸 〔 婦 【 ヰ 旨 5 ． 拝 辞 召 観 桝 璃 労 ヰ か 拝 啓 8 弊 習   

桝 側 沙 口 J ヰ 汁 小 鉢 （ 瀦 5 か ○   

欄 熟 一 0 0 欄  爪 こ サ N ∽ Ⅲ   

璽  謝  罪  柵   

一 ． 詳 辞 召 細 口 召 ヰ か 塗 説 桝 爵 謝 「 ． 国 頭 醐 ） 8 辞 昂 芳 単 語 草 陰 G 口 粕 淵 欄 溺 8 詳    

浮 薄 珊 曲 一 〓 霊 ヰ か 柵 益 沖 渥 ． 拝 謝 軸 8 空 昂 遍 回 一 〓 丑 年 汁 諦 耕 胡 詩 碑 芳 村 安 部 桝 帯    

隋 ヰ か 拝 啓 ． 丑 召 一 〓 許 浮 召 観 聖 耕 桝 碧 （ 茫 ↓ 「 桝 皆 」  什 「 ′ u O ）  碑 開 脚 ヰ か O   

N ． 桝 賛 8 蔀 熟 卸 一 汁  労 8 什 訪 〔 什 ヰ か 0  汁 托 「 ． 桝 皆 帥 再 ． 昏 相 戦 計 か 什 関 昏 か    

什 仲 再 ． 習 苅 軸 一 〓 圧 謁 和 知 昏 か 〓 什 彗 d 仰 か ○   

桝 聾 加  古 頭 謬 描 汁 田   

塑 桝 皆 榊   苫 溺 叫 訓 如 叫 ． 拝 辞 召 醐 芯 此 沖 田   

針 曽 卸  置 8 ヰ 入 ｛ 8 回 薄 汁 間    

P ∴ 牙 軍 師 再 ． 昏 糊 口 訊 G ． 茄 細 § 廃 品 芳 志 「 ． 習 薪 ヰ か 桝 曽 茄 熟 知 一 ‖ 汁 か 開 削 8    

茄 桝 碍 ■ ヰ か 〓 什 篭 d 叫 か 0   

♪ ． 執 品 質 空 相 謝 一 汁 ． 溺 苅 苛 詳 露 頭 8 諒 廿 和 讃 バ ノ  丑 召 叫 訓 一 〓 訪 「 ノ バ 昏 描 ヰ か ○   

∽ ． 巾 8 春 ． 耕 皆 8 棚 減 一 〓 習 ヰ か 琳 茄 巾 8 弄 昏 糊 障 馴 薗 再 ． 謝 皆 如 竜 神 5 か ○   

官    



市 坪 召 甜 饗 耕 桝 曽 召 薪 鵬 可 聖 耕 仲 糾 詔 帝 栄 肖   

■  琳 一 回  欄 熟 一 0 0 欄 一 一 加 q Ⅲ  （ 冷 ）    

【 藻 柑 】   

市 坪 召 観 聖 脚 韻 皆 湘 － 回 妙 坤 d 開 村 仰 ぎ 汁 「 許 辞 召 醐 〔 訪 耳 か ゆ 詳 8 社 説 卸 聖 」    

一 ‖ 隣 止 （ 申 眈 可 8 刑 事 芳 諦 耕 〔 召 ヰ か 蔀 坤 覚 前 仙 き 汁 ．   

塑 ］ ［ 盆 前 囲 8 辞 苛 什 荘 掛 滞 廿 8 帯 罫 口 旨 沖 ． 市 一 〓 ． 諒 詳 貞 婦 ・ 吟 潔 ． 回 帝 爵 琶 ．    

討 鎧 … 叫 世 〔 J 「 ノ バ ． 此 矧 ． 佃 弥 富 口 宵 ⊂ 欝 ト d 「 ノ （ 〓 什 桝 謁 関 「 ． 川 J 8 時 空 伸   

（ 頭 割 ． 許 辞 苛 ． 軒 劫 ）  桝 弔 問 「 汁 O    

■ 琳 N 回  欄 熟 一 甲 欄 一 加 N の Ⅲ  （ 紗 ）    

【 諸 相 】   

‖ ぎ 軸 d 8 宵 笹 智 8 熟 沖 聞 落 問 ヰ か 什 什 か 一 〓 ． ゆ 障 脚 弥 富 〔 習 ⊂ 欝 曹 馴 萬 〔 J    

「 ′ バ 添 削 「 ． ゆ 詳 8 好 奇 8 卸 聖 ・ 宵 詰 む 一 〓 J 「 ノ バ 謁 関 「 汗 ○   

頭 薪 餌 和 学 か 8 港 沖 桝 顕 叫 沖 ． 爵 糾 問 苛 J 汁 許 沖 ． 詩 蟄 什 「 ｛ 弄 ． 山 ［ 蜜 賛 ） 8   

社 訓 8 鮒 □ 桝 溺 仰 J J ． ］ ［ 盟 賛 一 〓 鎧 帥 伊 か 社 説 桝 帝 ヰ 汁 5 ． 竣 ］ 〔 碧 賛 苅 田 8 辞 苛   

什 蒔 掛 淵 辻 8 帯 罫 ． 拝 辞 召 福 〔 召 ヰ か 諒 揺 寿 淋 ・ 吟 潔 ． 回 覇 茹 琶 ． 内 港 鋪 世 〔 J   

「 ′ バ ー 滴 習 欝 仰 山 竺 汀 「 バ 「 ノ （ ‖ 什 覚 裔 開 仙 き 汗 ○   

一 ． 詩 碧 賛 塗 一 〓 竣 「 ． ヰ 入 パ 8 拝 辞 斉 ㈱ 軸 8 柵 砂 桝 轟 苅 「 ． 岡 小 一 ‖ 蔀 回 仙 ヰ か 恥    

小 山 一 竹 節 仰 山 炒 （ 沸 き バ 「 ノ （ ○  油 汗 ． 市 坪 〔 召 ヰ か 佃 益 囲 溺 ． 市 浮 湘 苛 芦 8 山 一 諦    

⊂ ‖ J 「 ′ バ か 山 一 他 部 仰 山 炒 （ 瀦 S バ 「 ノ （ O   

N ． 渇 耐 ． 好 奇 什 「 バ 再 ． ］ ［ 碧 璧 口 華 「 バ ． ＞ 緑 川 前 8 謝 罪 前 岡 （ 欄 熟 一 の 欄 一 N    

血 N ∞ Ⅲ 隷 鮒 ） ． 封 帥 蒔 ∽ N 亜 8 ＞ 碑 淋 巨 桝 ゆ 曹 封 茄 囲 （ 欄 熟 一 望 冊 ナ 皿 ？ 甲 沖 鮒 ） ．    

］ ［ 碧 賛 8 川 ヰ ヽ し 丁 朋 口 頭 淋 ヰ か 播 紗 8 都 粁 雫 片 側 8 範 囲 （ 個 詠 一 ？ 常 ¢ 加 一 り ロ    

隷 鮒 ） ． ヰ 入 バ 8 ］ ［ 碧 賛 詩 語 8 ＞ 碑 腑 ♭ せ ヰ 入 バ 8 計 皿 8 罫 ＞ 肺 旨 桝 ゆ け 郡 市 翻    

（ 個 熟 一 ∞ 欄 一 三 皿 二 皿 油 細 ） 朋 冊 謝 「 ｛ 「 ′ か 莞 ． ゆ 洋 8 ］ 〔 碧 賛 塗 8 聖 軒 朋 桝 即    

軌 「 J J ． 糊 付 か 社 説 範 囲 〔 J 「 ノ バ 落 川 斗 ヰ か 0   

〇 ． 渇 苛 淋 萱 締 8 J d 8 無 茶 前 錨 辞 苛 仰 山 一 仰 罫 叫 湘 諦 「 バ r ノ （ ○   

ヰ ． 拝 辞 召 砧 聖 耕 桝 曽 桝 せ 、 竺 〓 ． 市 坪 召 醐 〔 習 ヰ か 諒 辞 冊 淋 聾 ・ 吟 潔 「 ． 召 醐 演    

算 〔 卦 ■ ヰ 汁 茄 榊 8 落 川 一 冊 臼 淋 一 ‖ 帯 「 牌 5 ｛ 「 ノ （ 什 什 か 【 ‖ ． 市 坪 召 誠 一 〓 習 ヰ か 国    

師 確 誹 8 硝 沖 桝 － 団 岸 芹 ヰ か 0   

㌣  「 茹 榊 沖 鞘 加 」 一 ‖ 哲 学 か 側 湘 冊 帥 昏 ． ］ ［ 碧 賛 一 〓 汁 か 拝 辞 8 旦 叫 F 。 諦 桝 等 帝 d 竹 前    

「 一 朝 湘 一 ‖ 召 ヰ か 蒔 掛 ■ 溺 掛 胡 仰 山 一 竹 節 仰 仲 辻 d 帯 隋 「 バ 「 ′ （ ○  鮎 汁 ． 蒔 似 ・ 琶    

脚 8 許 淘 ． 常 汁 口 許 浮 什 輯 村 仲 ぎ か 馴 柵 覚 伊 ぎ ー 鵬 ． 詩 碧 埜 塗 一 ‖ 竣 「 パ 沸 か 入 （    

訝 亡 卜 一 斗 バ 「 ノ （ ○   

の ． 固 謝 桝 再 〔 5 什 ヰ か 馴 回 頭 8 茄 ． 叫 汁 ． 璽 蔀 中 国 什 8 淵 悶 前 駆 蒲 桝 闘 「 バ ．    

詳 蝉 召 防 8 演 お 盲 由 一 ヰ 洋 画 覇 苫 前 爵 当 桝 糊 口 岸 詩 「 バ 「 ′ （ ○   

や や    
（ 叫 革 空 軍 す 」 F ナ ∴ ㌘ 〓 ニ ー 遜 ）   


